株式会社●●●と國學院大學とのインターンシップに関する覚書

株式会社●●●（以下「甲」という）と、國學院大學（以下「乙」という）は、乙が甲に派遣する学生（以下「研修生」という）の研修に関して、以下の通り合意する。

第1条（目的）

　　　　このインターンシップは、乙の学生●名を研修生として甲に派遣し、就業体験を通じて甲の業務等につ
　　　き、実践的に学習することを目的とする。

第2条（内容）

　　　　研修生の研修内容は、甲の業務に関するものとし、詳細は甲乙協議の上別途定める。

第3条（期間）

　　　　研修生の研修期間は、原則として乙の夏季または春季休暇中に設けるものとし、詳細は甲乙協議の上別途定める。

第4条（研修時間等）

　　　　研修生の派遣中の研修時間、服務等については、原則として甲の定める規定を準用する。

第5条（報酬）

　　　　甲は、研修生に対する賃金、報償金等は原則として支給しない。

第6条（交通費）

　　　　研修生の宿泊先から研修先までの交通費は、甲の規定に従う。

第7条（守秘義務）

　　　　研修生は、研修期間中に知りえた甲および甲と関係する相手方の業務上の守秘事項について、守秘義務を負うものとする。また、甲は乙の承諾がない限り研修生の個人情報を第三者に開示しないものとする。
第8条（研修生の出欠状況の報告）

　　　　甲は、研修生の研修期間中における出欠状況、その他必要な事項について、乙に報告する。

第9条（研修生派遣の中止）

　　　　研修生として不適切な行為があった時は、甲乙協議の上当該研修生に対する研修は直ちに中止する。
第10条（研修生の賠償責任）

　　　　研修生が自己の責任によって、研修期間中に起こした対人・対物損害については、研修生の加入保険によって弁済する。ただし、問題が発生した場合は、甲乙協議の上誠意をもって解決にあたる。
第11条（研修生の災害補償等）

　　　　研修生が研修によりこうむった災害については、研修生の加入保険によって補償する。ただし問題が発生した場合は、甲乙協議の上誠意をもって解決にあたる。

第12条（覚書の有効期間）

　　　　本覚書の有効期間は、締結日より1年間とする。ただし、甲乙双方異議なき場合は、さらに1年間延長することができ、その後においても同様とする。

第13条（その他）

　　　　本覚書に疑義が生じたとき、または変更する必要が生じた場合は、甲乙協議の上改訂する。

この覚書の証として本書2通を作成し、甲乙それぞれ1通を所有するものとする。
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